
〈
特

別

寄

稿
〉

中
村
元
博
士
一
周
忌
追
悼
記
念
講
演
会

報
告

去
る
平

成
十
二
年
十
月
九
日
、
本
学
会
名
誉
会
長
故
中
村
元
先
生

の
一
周

忌

追
悼
記
念

講
演
会
が
、
本
郷
の
東
京
大
学
安
田
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

主
催
は
東
方
研

究
会
・
東
方
学
院
で

、
出

席
者
は
イ
ン
ド
大
使
館

一
等
書
記

官
ラ
ー
ジ
ャ
・

セ
イ
カ
氏
を
は
じ
め
と
す
る
中
村
先
生
ゆ

か
り
の

内
外
の
学

者
・
研

究
者
・
教
え
子

た
ち
約
千

名
で

し
た
。

式
次
第

は
、

一
、
開

会
の
こ
と
ば
　
　

司

会
者
　

奈
良
康
明

氏

一
、

ビ
デ
オ
上

映
　

「
中
村
元

先
生
『
私

の
履

歴
書
』
」

一
、
三
帰
依
文
唱
和
　
　

導
師
　
田

村
晃
祐
氏

一
、
黙
　

儔

一
、
講
演
　

「
中
村
元
先
生

の
人
と
業
績
」
前
田
專
學
氏

一
、
「
ブ

ッ
ダ
の
こ
と
ぱ
、
中
村
元
先
生
の
こ
と
ば
」
　

立
松
和
平
氏

一
、
「
中
村
元
先
生
と
の
仏
縁
」
　
　

瀬
戸
内
寂
聴
尼

吉
　
田
　
宏
　
晢

一
、
閉
会
の
こ
と
ば
　
　

中
村
洛
子
夫
人

三
枝
充
悳
氏

こ
の
う
ち
、
奈
良
康
明
氏

は
前
駒
澤
大
学
学
長
、
田
村
晃

祐
氏

は
東
洋
大

学
教
授
・
大
学
院
研

究
科
長
、
前
田
專
學
氏
は
東
大
名
誉
教
授
・
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
理
事
長
。
中
村
洛
子
夫
人

は
中
村
先
生
の
奥
様
で

東
方
研
究
会

理
事
長
、
三
枝
充
悳
氏
は
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
東
方
学
院
長
で

本
学
会
の

顧
問
で

あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
中

村
先
生
の

後
を
担

う
優

れ
た
学
者
た
ち
で
あ
り
ま
す
。

奈
良
康
明

東
方
研

究
会
理
事

に
よ

っ
て

、
中

村
先
生
亡
き
後
の
東
方
研

究

会
・
東
方
学

院
の
運

営
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
、
中
村
洛
子
理
事
長
、
三
枝

充
悳
学
院
長
、
前
田
專
學
常
務
理
事
に
よ
る
ト
ロ
イ

カ
方
式
で
中
村
先
生
の

ご
遺
志
を
受
け
継
が
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
ビ
デ
オ
『
私

の

履
歴
書
』
を
上
映
し
て
あ
り
し
日
の
中
村
先
生
を
偲
ん
だ
後
、
田
村
晃
裕
師



の
導
師
の
も
と
三
帰
依
文
を
唱
和
、
黙
祷
し
て
中
村
先
生
の
冥
福
を

お
祈
り

し
ま
し
た
。
続

い
て
、
前
田
專
學
氏
が
「
中

村
元
先
生
の
人
と
業
績
」
と
題

し
て

、
先
生

の
生
歴
と
業
績

に
つ

い
て
詳

細
か
つ
懇
篤

に
講
演
が
あ
り

、
そ

の
中
で
中

村
先
生
の
人
柄
と
業
績

に
つ
い
て

、
こ

れ
を
イ

ン
ド
の
バ
ニ
ア
ン

の
大
樹

に
譬
え
、
イ

ン
ド
の
み

な
ら

ず
世
界

の
思

想
・
文
明

・
歴

史
の
全
体

に
わ
た
っ
て

こ
れ
を
体
系

的
に
研

究
発
表
さ
れ
、
生
い
繁

る
バ
ニ
ア
ン
の
大

樹

の
下

に
は
い
つ
も
憩
い
と
安
ら
ぎ
が
あ

っ
た
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ご
業
績
に
つ
い
て

は
、
と
く
に
資
料
と
し
て

『
中
村
元
選

集
』
（
決
定
版
）

全
三
二
巻
‐

別
巻
八
巻
を
プ
リ

ン
ト
で
配

布
（
後
掲
）
、
そ

の
全
体

に
つ
い

て

の
概
観
を
披
露
さ
れ
、
い
か
に
先
生
の
ご
業
績
が
前
人
未
踏
の
境
地
に
達

せ
ら
れ
て

い
た
の
か
を
紹
介
。
プ
リ
ン
ト
後
半
の
今
年
刊

行
さ
れ
た
ご
著
作

は
中
村
先
生
の
滅
後
に
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
、
と
く
に
中
村
元
監
修
・
峰
島

旭
雄
責
任
編
集
の

『
比
較

思
想
事

典
』
（
東
京
書
籍
）

は
、
中
村
先

生
が
そ

の
刊
行
を
強
く
待
ち
望
ん
で
い
た
斬
新

に
し
て
独
創
的
な
世
界

に
類
を
見

な

い
事
典
で

あ
る
こ
と
、
先
生

は
生
前
、
こ

の
原
稿
が
で
き

た
ら
全
部
眼

を
通

す

と
お

っ
し
ゃ

っ
て
お

り
、
先
生

の
最
後

の
情
熱
を
傾
け

ら
れ

た

書
物
で

あ
っ
た
こ
と
を
語
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ

く
遺
稿
と

な
っ
た

『
論
理
の

構

造
』

上
・
下

（
青
土

社
）

に
つ
い
て

は
、
東
洋
・
西

洋
に
ま
た
が
る
普
遍

的
論
理
学
と
い
う
大
胆

な
世
界

最
初
の
試
み
で

あ
り
、
先

生
は
こ
れ
は
自
分

だ
け
が
で
き
る
論
理
学
で

あ
る
と
自
負
さ
れ
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
『
初
期
ヴ
ェ
ー
ダ

ー
ン

タ
哲

学
史
』

の
英

訳
は
後
半

の
八
百

頁
が
課
題
と
し
て

残
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
お
話

に
な
り
ま
し
た
。

中
村
先
生
の
最
初
の
業
績

は
「
初
期
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
の
研
究
」
で

あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
先
生

は
学
士
院
賞
・
恩
賜

賞
を
受
け
ら
れ
た
。
続
い
て

『
東
洋
人

の
思
惟
方
法
』

を
終

戦
直
後
に
刊
行

さ
れ
、
こ

れ
は
英

訳
さ
れ
て

世
界
中

と
く

に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
そ
の
当

時
の
我
が
国

に
お
い
て
西

洋
の
哲
学
や
権
威
に
対
す

る
盲
従
・
批
判
精
神
の

欠
除
の
あ
り
方

に
対

し
て

、
東
洋
思

想
を
再
評
価
し
、
西
洋

の
哲
学

に
対
す

る
批
判
的
意
義
を
有
し
て

い
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
第

九
巻
「
ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
の
思
想
」
は
イ
ン
ド
人
の
人
生
観
の
根
源
で
あ
り
、
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
に
も
影
響
を
与
え

た
人
類
の
叡
智
の
結
集
で

あ
る
が
、
こ

れ
を
我

が
国
に
お
い
て
可

能
な
限
り
平
易
な
日
本
語
で
紹
介
し
た
と
し
、
あ
る
い
は

ま
た
。
第
一
九
巻
「
イ
ン
ド
と
西
洋
の
思
想
交
流
」
で

は
イ

ン
ド
の
思

想
史

の
全
体
を
描
き
出
す
た
め
に
こ
の
作
業
が
必
須
で
あ

っ
た
と
述
べ
ら

れ
て

い

ま
す
。
ま
た
、
第
二
八
巻
第
二
九
巻
は
。
「
イ

ン
ド
の
哲
学
体
系
　

Ｉ
・
Ⅱ
」

で
こ
れ
は
十
四
世
紀
の
イ
ン
ド
の
大
哲
学
者
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
の
『
全
哲
学
綱

要
』

の
訳
註
で
、
世

界
最
初

の
全
訳
で
あ

る
こ
と
、
別

巻
の

「
世

界
思

想

史
」

全
四
巻

は
、
古
代

か
ら
中
世
・
近
代
・
現
代
に
わ
た
る
世
界
の
文
化
圏

に
お
け

る
共
通

の
問
題

を
設

定
し

、
こ
れ
を
比
較
す
る
と
い
う
方
法
で
書

か

れ
た
全
人
未

踏
の
業
績
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
。
こ
こ
で

は
全
部
を
紹

介
で
き

ま
せ
ん
が
、
中
村
先

生
の
学
問
上
の
後
継
者
た
る
前
田
先
生
な
ら
で

は
の
選

集
の
解
説
で

あ
り
ま
し
た
。

中
村
元
博
士
一
周
忌
追
悼
記
念
講
演
会
・
平
成
一
二
年
一
〇
月
九
日



於
安
田
講

堂

資

料
「
中

村
元

先
生
の
人
と
業
績
」
（
前
田

專
學
）

『
中
村
元
選

集
』
（
決
定
版
）

全
三

二
巻
・
別

巻
八

第
一
巻
　

東
洋

人
の
思
惟
方
法
Ｉ
　

イ

ン
ド
人

の
思
惟
方
法

第

二
巻
　

東
洋

人
の
思

惟
方
法
Ⅱ
　

シ
ナ
人
の
思

惟
方
法

第
三
巻
　

東
洋

人
の
思

惟
方
法
Ⅲ
　

日
本
人

の
思

惟
方
法

第
四
巻
　

東
洋

人
の
思

惟
方
法
Ⅳ
　

チ
ベ

ッ
卜
人

・
韓

国
人
の
思
惟
方
法

第
五
巻
　

イ

ン
ド
史
Ｉ

（
イ

ン
ダ
ス
文
明

～
マ
ウ
リ
ヤ
王

朝
）

第
六
巻
　

イ

ン
ド
史
Ⅱ

（
マ
ウ
リ

ヤ
王
朝

～
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
）

第
七
巻
　

イ

ン
ド
史
Ⅲ

（
グ
プ

タ
王
朝

～
イ

ス
ラ

ム
侵
入
）

第
八
巻
　

ヴ
ェ

ー
ダ
の
思
想

第
九
巻
　

ウ

パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
の
思
想

第
一
〇
巻
　

思
想

の
自
由
と
ジ

ャ
イ
ナ
教

第
一
一
巻
　

ゴ
ー
タ
マ

ー
ブ

ッ
ダ

ー
　
　
　
　
〔
原
始
仏
教
Ｉ
〕

第
一
二
巻
　
ゴ
ー
タ
マ
ー
ブ
ッ
ダ
Ⅱ
　
　
　
　
〔
原
始
仏
教
Ⅱ
〕

第
一
三
巻
　

仏
弟
子
の
生
涯
　
　
　
　
　
　
　

〔
原
始
仏
教
Ⅲ
〕

第
一
四
巻
　

原
始
仏
教
の
成
立
　
　
　
　
　
　
〔
原
始
仏
教
Ⅳ
〕

第
一
五
巻
　

原
始
仏
教
の
思
想
Ｉ
　
　
　
　
　
〔
原
始
仏
教
Ｖ
〕

第
一

六
巻
　

原
始
仏
教
の
思
想
Ⅱ
　
　
　
　
　
〔
原
始
仏
教
Ⅵ
〕

第
一
七
巻
　

原
始
仏
教
の
生
活
倫
理
　
　
　
　
〔
原

始
仏
教
Ⅶ
〕

第
一

八
巻
　

原
始
仏
教
の
社
会
思
想
　
　
　

〔
原

始
仏
教
皿
〕

第
一

九
巻
　

イ
ン
ド
と
西

洋
の
思

想
交
流

第
二
〇

巻
　

原
始
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
へ
　
　
〔
大
乗

仏
教
Ｉ
〕

第
二
一
巻
　

大
乗
仏
教
の
思
想
　
　
　
　
　
　

〔
大
乗

仏
教
Ⅱ
〕

第
二
二
巻
　

空
の
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
大
乗

仏
教
Ⅲ
〕

第
二
三
巻
　

仏
教
の
美
術

に
生
き
る
理
想
　

〔
大
乗

仏
教
Ⅳ
〕

第

二
四

巻
　

ヨ
ー

ガ
と
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
思
想
　

〔
イ

ン
ド
六
派
哲
学
Ｉ
〕

第

二
五

巻
　

ニ
ヤ
ー
ヤ
と
ヴ

ァ
イ

シ
ェ
ー
カ
の
思
想

〔
イ

ン
ド
六
派
哲
学
Ⅱ
〕

第

二
六
巻
　

ミ
ー
マ
ソ
サ
ー
と
文
法
学
の
思

想
〔
イ

ン
ド
六
派
哲
学
Ⅲ
〕

第

二
七
巻
　

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ソ
タ
思
想
の
展
開
　

〔
イ

ン
ド
六
派
哲
学
Ⅳ
〕

第
二

八
巻
　

イ

ン
ド
の
哲
学
体
系
Ｉ
　
　
　

〔
『
全
哲
学
綱
要
』
訳
注
Ｉ
〕

第
二
九
巻
　

イ

ン
ド
の
哲
学
体
系
Ⅱ
　
　
　

〔
『
全
哲
学
綱
要
』

訳
注
Ⅱ
〕

第
三
〇
巻
　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
叙
事
詩

第
三
一
巻
　

近
代
イ

ン
ド
の
思
想

第
三

二
巻
　

現
代
イ

ン
ド
の
思
想

別
　

巻
　

世
界
思
想
史
　

全
四
巻

別
　

巻
　

日
本

の
思
想
　

全
四
巻

今
年
刊
行
さ
れ
た
ご
著
作

①
中
村
元
著

『
中
村
元
「
老
い
と
死
」
を
語
る
』

〔
麗
澤

「
人
間
学
」

シ
リ
ー
ズ
③
」
〕
麗
澤
大
学
出
版
会
、
習
呂

②
中
村
元
編
著
・
奈
良
康
明

・
佐
藤
良
純
著
・
丸
山
勇
撮
影

『
新
編
・
ブ
ッ
ダ
の
世
界
』
学
研
、
2
0
0
0



③

Ｈ

ａ
ｊ
ｉ
ｍ

ｅ

　
Ｎ

ａ

ｋ
ａ
ｍ

ｕ

ｒ
ａ

，
　
Ｇ

ｏ

ｔ
ａ
ｍ

ａ

　
Ｂ

ｕ

ｄ
ｄ
ｈ
ａ

：
　
Ａ

　
Ｂ

ｉｏ
ｇ

ｒ
ａ
ｐ

ｈ
ｙ

　
Ｂ

ａ
ｓ
ｅ
ｄ

　ｏ
ｎ

ｔ
ｈ
ｅ

　

Ｍ

ｏ
ｓ
ｔ
　

Ｒ

ｅ
ｌ
ｉａ

ｂ
ｌ
ｅ

　

Ｔ

ｅ
ｘ

ｉｓ

，
　

ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ

ｌａ

ｔ
ｅ
ｄ

　

ｂ
ｙ

　

Ｇ

ａ
ｙ

ｎ

ｏ
ｒ

　

Ｓ
ｅ

ｋ
ｉ
ｍ

ｏ
ｒ
ｉ

，

Ｖ

ｏ

ｌ
．
　
１

．
　
Ｔ

ｏ

ｋ

ｙ
ｏ

：
　
Ｋ

〇
ｓ
ｅ

ｉ
　
Ｐ
ｕ

ｂ
ｌ
ｉｓ

ｈ
ｉ
ｎ

ｇ

　
Ｃ

ｏ

．
，
　
２
０
０
０

④

中

村

元

監

修

・

峰

島

旭

雄

責

任

編

集

『

比

較

思

想

事

典

』

東

京

書

籍

、

２
０
０
０

⑤
中
村
元
著
『
論
理
の
構
造
』
上
・
下
、
青
土
社
、
2
0
0
0

ま

た

、

中

村

先

生

の

社

会

的

業

績

と

し

て

、

（

財

）

東

方

研

究

会

の

設

立

を

挙

げ

ら

れ

、

こ

れ

は

東

洋

思

想

の

研

究

に

お

い

て

、

才

能

が

あ

り

な

が

ら

そ

れ

を

発

揮

で

き

る

場

の

な

い

研

究

者

を

助

成

す

る

た

め

に

、

私

財

を

抛

っ

て

設

立

さ

れ

た

こ

と

を

述

べ

ら

れ

ま

し

た

が

、

こ

れ

は

先

生

が

若

い

頃

、

有

能

な

先

輩

が

職

に

つ

け

ず

に

自

殺

せ

ら

れ

る

と

い

う

悲

し

み

を

受

け

ら

れ

た

の

が

、

こ

の

よ

う

な

利

他

の

事

業

に

な

っ

た

と

の

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

昭

和

四

十

八

年

、

東

大

を

退

官

後

は

象

牙

の

塔

を

退

き

、

神

田

の

ビ

ル

の

四

階

の

東

方

研

究

会

で

学

歴

・

年

齢

・

職

業

を

問

わ

な

い

自

由

な

し

か

も

学

問

研

究

の

情

熱

あ

る

人

々

を

集

め

て

自

ら

講

義

を

さ

れ

、

ま

た

多

く

の

研

究

者

に

も

講

義

の

場

を

提

供

さ

れ

た

こ

と

、

晩

年

に

は

車

椅

子

に

乗

ら

れ

て

も

講

義

を

続

け

ら

れ

た

こ

と

。

洛

子

夫

人

の

お

話

と

し

て

、

病

床

に

あ

っ

て

意

識

を

失

わ

れ

て

い

た

と

き

に

も

、

「

そ

れ

で

は

講

義

を

始

め

ま

す

。

私

は

身

体

の

具

合

が

悪

い

の

で

坐

っ

た

ま

ま

で

失

礼

」

と

い

い

、

四

十

五

分

間

実

際

に

講

義

を

さ

れ

て

「

そ

れ

で

は

講

義

を

や

め

ま

す

。

質

問

は

あ

り

ま

す

か

」

と

い

わ

れ

た

と

い

う

こ

と

。

あ

る

い

は

意

識

の

な

い

ま

ま

に

病

床

で

、

原

稿

用
紙
に
原
稿
を
書
く
よ
う

に
右
手
が
動
い
て

い
た
と

い
う
こ
と

な
ど
前
代
未

聞
の
大
著
述
家
の
最
後
の
あ
り
様
を
克
明

に
語
ら
れ
、
議
場
の
参
会
者
に
深

い
感
動
を
与
え
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

休
憩
の
の
ち
、

立
松
和
平
氏
・
瀬
戸
内
寂

聴
師
の
講
演
が
あ
り
、
立
松
氏

は
若

い
頃
イ

ン
ド
を
放
浪
し

た
と
き
。
い
つ
も
肌
身

は
な
さ
ず

、
中
村
先
生

の
岩
波
文
庫
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
を
持
ち
歩
き
、
こ
れ
を
読
ん
で
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と

な
ど
の
経
験
を
語
ら
れ
、
瀬
戸
内
師

は
「
中
村
先

生
と

の
仏
縁
」
と
題

し
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
い
ず

れ
出
版
さ
れ

る
こ
と
と
思

い
ま
す

の
で

こ
こ
で

は
紹
介
の
み
に
と
ど
め
ま
す

。
閉
会
の
こ

と
ば

は
、
中

村
洛
子

夫
人

と
三
枝
充
悳
氏
の
謝
辞
と
で

終
わ
り

ま
し

た
が
、

中
村
先
生

の
ご
遺
徳

を
偲
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
一
周
忌

の
追
悼
記

念
の
会
合
で

あ

っ
た
と
思

い
ま
す
。

な

お
、
一

九
九

九
年
東
方

学
院
発

行
の
機
関
誌

『
東

方
』
（
第
1
5号
）
は

中
村
先
生

の
追
悼

号
で

あ
り
、
こ
れ

に
は
先
生
の
年
譜
と

１
０
０
０

点
以
上

の
「
中

村
元

博
士

著
作
論
文
目
録
」

お
よ
び
葬
儀
の
際
の
各
界

の
諸
氏

の
弔

辞
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
よ
し
だ
・
ひ
ろ
あ
き
、
仏
教
学
、比

較
思
想
学
会
会
長
・
大
正

大
学
教
授
）
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